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秋田県黒川油田北方の有孔虫化石群集の分布について

石和田
山宙　　　＝【菅
ソ円　　早

1．緒　　言

　秋田県黒川・豊川両油田ならびにその北方一帯の地域

は，すでに帝国油田第11区および第13区として地質図

が公刊されているが，1951年から1953年にわたり，当

所石油課によつてふた＼び地質準精査が実施きれた。こ

の調査に付随し，有孔虫化石概査も併施きれたが，その

目的は火砕質鍵層によつて表わされる層準，岩質等と化

石群集分布との間の巨視的な関係を明らかにすることで

あつた。測線間隔が粗であつたこと，，調査地域の南部で

ほ“天徳寺層”以上の地層は化石を溶失していることが‘

多かつたことなどから，充分な成果をあげえなかつたが，

なおお、よその様相を窺いうる結果を得たので，こ罰ご

略述する次第である。

2．地質の概要

　秋田油田の地質にっいては，藤岡一男・井上武・池辺

穰らの研究により近年著しく知識が進歩した。しかしこ

の小報告においては目的の性質上および便宜上，石井基

絡の層序区分に準拠して説明を加えることとする。すな

わち，

　　石井（1950調査，五城目北部～豊川油田）
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　笹岡層および天徳寺層と呼ばれる地層は，門前向斜の

両翼間において著しい岩相変化を示すが，西翼の馬場目

川沿岸において，石井の層序区分と照合すると（第2図

参照），鍵層8，7はD3部層中に，鍵層6はD2，D1両r

部層の境界に，鍵層5はD1部層とC層の境界に，鍵層

4はC層中に・鍵層2、・3はほ皮C層基底部に位置する。

　石井の層序区分をあてはめれば以上のようになるが，

実際には岩相区分にまつて直ちに何々層と識別すること

は，きわ珍て困難である。、第2図陛明らかなように門前

向斜の両翼間，ならびにそれぞれの側において南北方向

にも岩相変化は著しい。全体としてみた場合，調査地域

の南東部に最も砂質相が発達しているが，これはこの部

分に構造上比較的上位の地層が広く、分布しているためば

かりではなく，笹岡層に従来対比されていた地層が，ほ

とんど泥質砂岩に遷移していることにもよる。井内の谷

「の奥では基盤花嵐岩類がみられるが，c層以下の層位が
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秋田県黒川油田北方の有孔虫化石群集の分布について（石和田靖章）

これに覆蔽不整合で接していると推定され，このような
　　　　　　　　　　　　　　　　　の
基盤の高まりが笹岡層層位における著しい岩相の変化，

および後述する化石相の変化をもたらしたもめと推察す

ることができる。

地域内の主要構造は，NNE－S　SWに近い延長方向

を有する。黒川油田を形成する黒川背斜，その東側を並

走する門前向斜は最も主要なものであり，図示した地域

外には黒川背斜西方に一向斜を介在して，浦山・豊川の

両背斜，すなわち豊川油田を形成する，や＼複雑な形状

の背斜群が存在する1

　黒川油田北東，門前向斜の東側！こは，小摺曲群がみら

れるが，これらは主要構造と趣きを異にし，当地域の主

要構造方向に合致しない。こ＼は前にふれた基盤の高ま

りの周辺であつて，これら小摺曲群はrigid’な基盤岩の

影響をうけて形成されたものであぞう。　　ダ

　地層の傾斜は10ん80。内外であるが，一般に下位地層

ほど急斜し，また門前向斜では西急東緩の構造を示す・

3・　底棲有孔虫化石群集の分布

　有孔虫化石の検出は次の操作によつた。すなわち，露、

頭中の同一層準において数ヵ所から1～2kgの岩石破

片を採取し，これを120gに減量した後ロ［ラー・ミル

で破砕し，120meshのフルィ上に水洗後乾燥する。黒

色泥岩層（B層）以下では残渣を直接検鏡し，C層以上

では四塩化炭素による浮選法を用いたが，浮選残渣も念

のため検鏡した。

　原則として底棲種100個体脅選出し，優勢属・種をも

つて群集型を定めた。しかし，C層下部（M47励o痂8」㍍

群集帯）以下の層位では個体数に乏しく，たかだか数10、

個体以下しか検出しえなかつた。

　このようにして得られた結果を整理すると，当地域の・

標準化石層序．は次のようになる。’

群集帯名（上位から）　　　　　　　　　　（略称）

i．E砂痂漉襯群集帯　　　　　　　　　　（現帯）

ii．EP∫5め吻n61」αP％」‘h8Jlα群集帯　　　　（Eρ帯）

iii．且ηgπJogε吻α一u痂g87∫ηα群集帯　　　（A－u帯）

iv．PFヴ2〉F帯（北部）　　　　（P・F～ノv・F帯）

　M’α漉πo耽伽群集帯（南部）　　　　　（M帯）

v．　ハ4αr廊πo甜ε611‘z－Hαメ》Zoφhr‘zg”zo∫465

　　　　　　　　　　　　　　群集帯（ハ4－H帯）

　第3図は群集帯の分布を示したものであるが，規帯

はE砂雇4吻z4αOσ如解を主とする群集と，他のEIPh歪一

漉㈱類を主とするものとに識別してある。また後述す

るようにBπ1加伽彫曜g伽砲、を主とする群集も東側

に分布している。

　　　　　　　　　　　レ
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第3図　有孔虫群集帯の分布

Inferred　biofacies　map

　EZ1＝El汐h∫4∫解〃3α4”8箆％”z一瓦　：yα6θ∫assemblage

　EZ2：EZρh擁卿z6Zα珈6％郷ass．
　B鋸。〃多：B％Z伽伽α卿α79伽α敵ass。
　B銘。卿一C歪．Eρ曼β％あ1∫ηz∫πα”zα79カzα≠α一‘め∫62485SPP・一’

　　　　　　　Eρ魏o〃吻8～Z4魏Z‘h61Zαass・
　Eρ：Eメ》ゑ5孟o〃z♂π8παρ％Zoh6ZZαass・

　A－U：Aπ9％1・967伽沌・乃・2蜘吻5－U卿励嫌∫伽励

　　　　aSSg
　ハ43ハ4α7距π0甜歪8ZZα00吻常％η露aSS．

　ハ4－17：ハ4α■あπo甜勿1！‘τ‘o勉魏z6フz乞5一∫f‘z汐Zoρhプ‘zg勿zo∫4θ3

　　　　SPPD　aSSg

．Eゆh∫4劾郷群集

　この群集は大別してE．‘1α汐諺㈱℃USHMANを主

とするもの（彫2）と，他のE砂痂4劾〃z類，を主とする

もの（El1）とに分かたれる。

EJ1群集は，EJPh∫4f㈱α4泥郷彫（CUSHMAN）が最

も優勢なことが多いが，E励∫4∫％郷鋼6θ∫ASANO註1）が

これに次いで優勢である。その他，上部ではHαη之α一

1註1）Elρ痂漉％解肱748渉∫ゴCusHMAN（寓C7∫6roθ砂h♂一

　　4伽卿α70擁‘％解TAPPAN）と思われる。
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切α毎吻少oη加，E励漉観∫⑳6α吻柳5ε，C耽漉5

類，2〉oη∫onノ砂o競％常，2〉．規醐ρ％肋2伽58などが比一

較的多く，また下部ではEゆ雇漉襯ル∫肱プ蝕紹η58，『

Cα55沼麗1∫παッα68∫，Elφh歪4∫％形sppド（本邦沿岸亜極冷

水系の発達する浅海に多いもの）などが少なくない。

　Eら群集はEゆh翅％形‘1側4薦卿　を主とするが，

Elρ扉4伽郷ッ訪砿Cα鋤4痂槻ッ46切も少なからず随

伴し・、また下部ではE姥hガ彪形 α4泥纏鵬Eノ物諾

肱r加〆oπ56， E　spp．のほか，Eφ∫5∫o解∫π8Zlα汐％1‘hθllα

を少なからず伴う所がある。

　これらいずれの群集にも浮遊性有孔虫が著しく伴つて「

いる。また大部分の底醸種は本邦沿岸において・亜極冷

水系の発達する浅海水域に多くみいだきれるものである。

　助魏o吻π詔αP％Z漉61Zα群集

　大局的には・El帯と、A－U帯との問の漸移的性格を有

するが，最も特徴とするところ14珍魏o擁nθJlαρ％1‘h8－

llαHUsEzIMA　et　MARuHAslを優勢種として含むこ

とである。漸移的性格を有するところから，Eゆh諺動郷

‘」α顎伽郷，U面9εプ動α磁伽θπ5∫5，Aπ9観0987伽α為0為0－

2π耀8η廊などをしばしば多く「伴うが，その他C45蕗

4％1∫nα類が常に多量に伴つている。Cα55諺π1吻類は

南部ほど優勢で黒川背斜周辺では，，一第3図では

Eρ帯として表現しているものの一Cα∬観π伽α粥602

またはσ・躍6glO6・脇群集鱒置き換えられている所も

ある。一

　EP∫5渉o而η811αp％loh414は現在の本邦沿岸でも日本

海あるいは釧路沖等，亜北極水系の発達する水域で下浅

海帯ないし深海帯に発見きれている。しかし群集を構成

するほど大きな相対頻度をもつて産出している例は聞か

ない。

　且π9％1096万πα一U擁96r∫πα群集、

　Ang％ZO967初α為oゐ02％7σ6π5∫5奈SANOとU切9θ短nα

α航αε雁5ASANOを主要優勢種とする群集である。随

伴する主要属種には，『珈蹴o雁π611αρ銘Jch4」α，Cσ∬∫・

441∫槻類（◎ッの8∫，・C，躍6glo6054，C・π07‘7055∫，

C．ノ砂oη2‘4，C451α冠∫‘αなど）のほか，ときとして

‘倣∫4θ5ρ56％4・㈱gεrぎ㈱ε，Pπ～1θ痂砂8吻」α，2〉・痂η

ρo級餌あo躍65，などがある。

　これとほ，とんど同様の内容を有する現世群集は，現在

の日本海において固有水塊中（ほ穿即Om以深）’陛広く

見ることができるが，たダ・Eψ魏o雁nθZlα少％Z‘hθZ砒を

ほとんど欠いていて，．Eρ魏o伽η認α属ではE．照躍8π論

が割合普遍的に見られる。

　PF～NF帯一Mα漉πo痂611σ舞集

　北部ではこの帯にほとんど有孔虫化石を産しないが，

南部では郷α7漉o読εZJα‘o那形観歪5　（d’ORBIGNY）が

普遍的に産する。どきにはcalcareous　foraminiferaを

僅かに伴う。例えば黒川油田R144号井では，　50～150・

mの聞にこの群集帯が認められ，．E砂h∫4伽郷∫礁肱7一

加76π5θ，Hαnz硯σα毎ηψφoη」‘αンなどdisplaced　fora－

minifer4と思われる種が検出されている。’伽7伽o漉6・

Jlαを産することは下位の黒色泥岩層の群集帯と共通で

あるが，この群集帯ではH砂Z砂h耀9郷o∫465，Goど58114，

Cッolαフπ痂槻などの砂質有孔虫類がほとんど見られず，

かつCo蕗η04伽循等の珪藻や海綿針骨が普通に見られ

ることで，たとえ岩質上黒色泥岩に類似していても容易

に識別きれるのを常とする。

　耀漉η06漉ll4‘o解郷％n∫5は汎世界的分布を示し，　ま

た本邦現世底質試料では太平洋側沿岸にごく普通にみい

だされる。 しかし極前線消長水域を除き，・亜北極水系水

域ではほとんどみいだされず，僅かに日本海側沿岸14き、，

わ融てまれに検出きれることがある5これは産状から考

え，第三紀層中からのderived　fossi1であろうと思われ

る註2）。

　耀漉n・吻llのH砂」・φh749〃3・f485群集

　〃z47廊πo甜記llσo∂”z刀zz‘π∫5およびHαρ1（ψh7α9卿oJ4θ5

spp。が最も主要な構成種で，g・θ5611αsp．，Cッol㈱〃z∫πα，

ゴ妙o鴛∫砿等のC卸彪郷規痂α類，，ハ4痂α窺擁槻θ‘h匁oθ郷歪5

などを多少とも伴うことが多い。－

　以上の群集帯の分布上の相互関係は第3図に・示レた

が・ハ4－H帯と船川層（B層）とが一致するほかは・南

北方向にも東西方向にも著しい化石相の変化が認められ

る。どくに門前向斜東翼内における変相は著しく単に凝

灰層で示される層準と群集帯とが斜交すると推定きれる

　　　　　　　　　　　　　　　　こばかりでなく，βρ帯にあたる層準に．B観卿ηα〃Z曜g∫・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノπ砿α群集が発達し，またEl2およびEρ両帯がZ1－U

帯中に介在する。図に見ら．れるように，変相は門前向斜

南部に著しいが，この部分は先に触れた基盤岩の突出部

に近接した所でもある・bathyaL　facie5中1；neritic　fa・

ciesが著しく入りこんでいることは，この基盤岩が笹岡

層堆積当時こゐ近辺の海底地形に大きな影響を与えてい

たと推測き量るに充分であろう。またB観雁襯形町ρ

∫π碗4は現世のデータがら推察するなら，亜北極水系水

域に好んで凄息するものではなく・、暖流水系下またはそ・

の影響のある水域に分布するものゆえ，、この群集が介在

する層準の堆積時期には亜北極水系上に暖流水系が層重

していたと推定するのが常識的であろう。実際Eρ幕

註2）　酒田沖95～100km（390《・600m水深）や酒田・

　沖3km（15m水深）などにきわめて少数発見き
　・れる例もある。
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あるいは・4－U帯中であつても僅少ながら翫♪ho98π8一
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のような暖流水域を本来の凄息場所とする種が発見され

る所がある。

　次に顕著な事実は1VFルPF帯あるいはM帯が北部

では著しい発達をみせず，南部に著しいことである。こ

の帯は岩相は暗緑灰色（一部暗灰色）泥岩で代表きれ，

岩相上は笹岡層に近縁であつて，前掲石井の対比表では

・A－U帯の一部を含めて天徳寺層ときれている。一方，

化石相の上では松永孝らにより天徳寺相ときれているよ

うであるが，Mα漉no痂θllα　を普通’に産し，　かつ上位

の・4－U帯ではほとんどM4漉π0痂8114を検出しえな

いこと，　および現世における有孔虫分布の知識などか

ら類推すると，M帯と且一U、帯との関係は変相と考え

るより時間的の差と考えた方が無理のないように思われ

る。もしこのような考えが正しいとするなら，門前向斜

北部東翼のようにハ4－H帯と且一U帯とがほとんど密

接する所では，黒川背斜周辺で厚いM帯の堆積が行な

われているとき，堆積量が著しく少なかつたということ

になる。

　化石群集と岩質との間には，仔細に小地域内の関係を

求めようとすると，・大きな相関はない。石井の対比・層

序区分と群集帯分布とが一致しないのもその現われであ

る。しかし，地域全体として為ると確々・に両者の間に蓋

然的関係が認められる。た買これらの間の対応は若干の

ズレを伴うようにみえるのである。最も良い例は，井内

部落の東奥にある基盤岩の突出部周辺で，この付近の岩

相が全体として粗粒化していることと，bathyal　biofa・

一ies中に多くのneritic　biofaciesが入りこんでいるこ

ととの関係であろ．う。この場合ぞも第2図と第3図を比

較すればわかるように，岩質の変化に追随して直ちに化

石相も変化するどいうわけではない。

4．結　　語

　従来油田地帯の対比にきいしては，guide　speciesを

用いる方法と，assemblage　zoneを用いる方法とが適当

に組合わきれて実用上の目的を達してきた。この小研究

の対象にした地域はさして広い範囲ではないが，有効な

guide　speciesを有しない“天徳寺層”以降の地層にお

いて，化石群集のzonationが大局的に斉一ぞあるにも

かかわらず，なお凝灰層で指示される層準とかなり斜交

している事実は，assemblage　zone，による対比に改めて，

注意を与えているものとして受取られるべきであろう。

今回は浮遊性有孔虫類を扱わなかつたが，、もし暖水系と

亜極冷水系との差に基づいて対比を試みようとするなら，

例えば井内の東奥における顕著な変相のように，深海水

系が冷水系でも上位または沿岸よりに暖水系が層重しで

いると推定される場合，やはり慎重に考慮を進める必要

があるものと予測きれる。
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